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資料１

【掲載内容】

１ 港区の地域包括ケアの推進について

２ 地域包括ケアを推進する会議報告

３ 地域包括ケア推進を推進する連絡会の報告

４ 港区在宅療養相談センターの運用

５ 在宅療養後方支援病床の運用実績

６ 地域包括ケア研修会の実施報告

７ 支援者のための関係機関連携ガイドブックについて

８ 普及啓発

９ コミュニティソーシャルワーカーの活動報告



1 港区の地域包括ケアの推進について

（１）区のめざす地域包括ケアのネットワーク

区は、全ての区民が地域社会を構成する一員として、住み慣れた地域で安心して暮らし続け、多様な
社会参加ができるよう地域全体が相互に協力し、支え合う地域包括ケアを推進してまいります。

区がめざす地域包括ケアの将来像

港区全体が相互に協力し支え合い、全ての区民が地域社会を構成する一員として、住み慣れた地域で安心し
て暮らし続け、多様な社会参加ができるまちの実現をめざします。

１

多様な主体による
地域活動

アウトリーチによ
る支援

地域の支援体制

区民を取り巻く多様な地域で
活動する団体等との連携

介護保険や医療保険、福祉
サービス、専門機関の相談員
等のアウトリーチ等の活動の
連携

総合支所を中心とした多機
関・多職種連携を推進



（２）港区の地域包括ケアの推進体制

港区ならではの地域包括ケアの推進に関する事項や更なる多機関･多職種の連携を推進する協議のた

め、区では港区地域包括ケア推進会議設置要綱に基づき、各種会議を開催しています。

港区地域包括ケア推進会議

→港区の地域包括ケアの総合的な推進

港区地域包括ケア推進会議

→港区の地域包括ケアの総合的な推進

港区地域包括ケア推進会議
在宅医療・介護連携部会

→多職種連携の推進、ネットワークづくり

港区地域包括ケア推進会議
地域リハビリテーション・介護予防推進部会

→切れ目のないリハビリテーション
提供体制の整備にむけた検討

（区の内部会議体）

港区地域包括ケア検討会議
→港区の地域包括ケアの推進等の検討

令和４年度の港区の地域包括ケアを推進する体制
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意見

検討案

関係機関代表者レベルの
課題共有、取組検討、連携推進

地域の医療・介護関係機関の
実務者レベルによる課題検討

地域のリハビリテーション実施医療
機関等の関係者による課題検討

港区地域保健福祉推進協議会
→港区地域保健福祉計画の改定

令和５年度に現行計画の見直しを行うた
め、計画の進捗状況や法改正への対応等

の情報共有



２ 地域包括ケアを推進する会議報告

（１）港区地域包括ケア推進会議
港区の地域包括ケアの推進に向けた取組及び調整のほか、各分野相互の情報共有等を協議しています。

回数 開催日 議 題 等

第１回
令和４年７月28日

（リモート・参集併用）

講演 コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の取り組みについて

講師 加藤 三奈（港区社会福祉協議会）

１ 港区の地域包括ケアの推進の進捗状況等について

２ 令和４年度の港区の地域包括ケアの推進について

３ 福祉総合窓口の設置について

第２回
令和５年１月30日

（リモート・参集併用）

講演 みなと地域感染制御協議会について

説明 二宮 博文（みなと保健所 地域医療連携担当課長）

１ 港区の地域包括ケアの推進の進捗状況等について

２ 令和５年度の港区の地域包括ケアの推進について

３ 福祉総合窓口について

４ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施について
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氏 名 職 名 等

河合 克義 ◎ 明治学院大学 名誉教授

坪田 淳 ○ 一般社団法人東京都港区医師会 会長

長井 博昭 公益社団法人東京都港区芝歯科医師会 会長

綱島 俊幸 公益社団法人東京都港区麻布赤坂歯科医師会 会長

龍岡 健一 一般社団法人東京都港区薬剤師会 会長

竜崎 崇和 東京都済生会中央病院 副院長

嶋津 多恵子 国際医療福祉大学大学院 教授

髙木 信之 港区介護事業者連絡協議会 会長

奥野 佳宏 港区社会福祉協議会 事務局長

田中 泉 港区民生委員・児童委員協議会 会長

竹中 豊治 赤坂青山町会連合会 会長

湯川 康生 保健福祉支援部長

太田 留奈 みなと保健所長

令和４年度第２回開催時点（敬称略）
港区地域包括ケア推進会議 委員名簿

◎会長 ○副会長



４

（２）在宅医療・介護連携推進部会 ※港区地域包括ケア推進会議の下部組織

港区の在宅医療及び介護に関する連携の推進のため、各団体等の情報共有やガイドブックの作成等を検討しています。

回数 開催日 議 題

第１回
令和４年５月27日

（リモート・参集併用）

１ 港区在宅療養相談窓口について

２ 福祉総合窓口の設置について

３ 支援者のための関係機関連携ガイドブックについて

第２回
令和４年11月11日

（リモート・参集併用）

１ 港区在宅療養相談センターの運営状況について

２ 福祉総合窓口の運営状況について

３ 支援者のための関係機関連携ガイドブックの活用について

第３回
令和５年３月10日

（リモート・参集併用）

１ 港区在宅療養相談センターの運営状況について

２ 支援者のための関係機関連携ガイドブックについて

３ 福祉総合窓口について

氏名 職 名 等

安田 淳 ◎ 一般社団法人東京都港区医師会 常務理事

菰池 信彦 一般社団法人東京都港区医師会 担当理事

岡崎 正史 公益社団法人東京都港区芝歯科医師会 副会長

齋田 菜緒子 公益社団法人東京都港区麻布赤坂歯科医師会 担当理事

青木 美子 一般社団法人東京都港区薬剤師会 副会長

福田 恵子
独立行政法人地域医療機能推進機構
東京高輪病院 医療連携・患者支援センター

岩渕 美和子 医療法人財団厚生会 古川橋病院 看護部長

享保 奈々 港区介護事業者連絡協議会 居宅介護支援部会長

南塚 恵 港区立がん在宅緩和ケア支援センター 副施設長

内藤 麻里 高輪地区高齢者相談センター(地域包括支援センター白金の森) 管理者

高嶋 慶一 港区社会福祉協議会 事務局次長

港区地域包括ケア推進会議 在宅医療・介護連携推進部会員名簿

令和４年度第２回開催時点（敬称略）◎会長



（３）地域リハビリテーション・介護予防推進部会 ※港区地域包括ケア推進会議の下部組織
※事務局：港区みなと保健所 保健予防課

地域リハビリテーション及び介護予防に関する取組の情報共有や関係団体等との連携の推進について検討しています。

開催日 議 題

令和４年11月７日

（オンライン会議）

１ 「回復期リハビリテーション病院連携調整アンケート」の更新について

２ 区からの情報提供

３ 介護予防総合センター・ラクっちゃの施設・事業紹介

４ 区中央部地域リハビリテーション支援センターの活動について

５ 情報共有（各委員から）

氏名 職 名 等

安保 雅博 ◎ 東京慈恵会医科大学附属病院 副院長、診療部長

腰塚 裕 ○ アットホーム表参道クリニック 整形外科・リハビリテーション科院長

中林 秀夫 みなと整形外科内科クリニック 整形外科・内科院長

白土 貴史 独立行政法人地域医療機能推進機構 東京高輪病院 整形外科部長

佐藤 志穂子 ○ 麻布地区高齢者相談センター(南麻布地域包括支援センター) 社会福祉士

小宮山 由香 ８８訪問看護ステーション 管理者（訪問看護）

尾芝 徳一 介護予防総合センター センター長

大石 真由美 居宅介護支援事業所アステイジ 代表取締役（居宅介護支援）

港区地域包括ケア推進会議地域リハビリテーション・介護予防推進部会員名簿

令和４年度開催時点（敬称略）◎会長 ○副会長

５



（１）連絡会の体制

３ 地域包括ケアを推進する連絡会の報告

（２）相関図

地域包括ケアの推進のため、これまでの取組を踏まえ、多機関・多職種連携の一層の推進を図るため、
地域・福祉・医療の分野を中心とした地域で活動する機関や団体等による連絡会を開催し、情報や課題
の共有を図るとともに、グループ討議等を行いました。

港区地域連携連絡会

港区医療機関等連絡会 港区福祉関係機関等連絡会

支援者のための関係機関連携ガイドブックの活用

医療

医師会、歯科医師会、薬剤師会、区内病院、
ケアマネジャー、訪問看護師、民生委員・児童委員、

社会福祉協議会、高齢者相談センター等

区内12病院のソーシャルワーカー、
在宅療養相談センター等

高齢者相談センター、障害保健福祉センター、
新橋はつらつ太陽、精神障害者支援センター、

児童発達支援センター、子ども家庭支援センター、
生活・就労支援センター、在宅療養相談センター、

社会福祉協議会、区関係課等

６

地域

福祉

多機関・多職種連携

情報共有



７

（３）港区地域連携連絡会

第１回

日時 令和４年10月21日（金）19時30分～20時40分

会場 港区立介護予防総合センター 研修室

参加者
22人(医師会、歯科医師会、薬剤師会、区内病院、ケアマネジャー、訪問看護師、民生委員・児童委員、
社会福祉協議会、高齢者相談センター等)

議題等

講演 “在宅療養の今”と“ＡＣＰ”について

講師 安田 淳（一般社団法人東京都港区医師会 常務理事）

１ 港区在宅療養相談センターの実績と福祉総合窓口について

２ 各機関からの情報提供等

内容
講演として、講師から見る「在宅療養の今とＡＣＰについて」を行い、参加者と意見交換をしました。
区から在宅療養相談センターの事業実施状況と福祉総合窓口の運営状況の説明をし、質疑応答のほか、
参加者から各機関に関する情報提供や意見交換を行いました。

参加者の
主な意見

・ＡＣＰについて、改めて考えるきっかけになると感じた。
・地域包括ケアを推進していくために、この連絡会を続けてほしい。

第１回
港区地域連携連絡会
の様子

相談対応の検証や医療資源の情報共有及び地域課題に関する検討などを中心に、各関係団体等との関係性の構
築を目指す目的として、港区地域連携連絡会を開催しました。

【講演参考資料】
東京都福祉保健局発行
「わたしの思い手帳」

☛

☚



第２回

日時 令和５年３月17日（金）19時30分～20時30分

会場 港区立介護予防総合センター 研修室

参加者
24人(医師会、歯科医師会、薬剤師会、区内病院、ケアマネジャー、訪問看護師、民生委員・児童委員、
社会福祉協議会、高齢者相談センター等)

議題等

講演 訪問診療医が考える本人の意思を尊重した支援

〜効果的な情報共有と多機関・多職種連携について〜

講師 菰池 信彦（一般社団法人東京都港区医師会 担当理事）

１ 福祉総合窓口について

２ 各機関からの情報提供等

内容
初めに、講師より「訪問診療医が考える本人の意思を尊重した支援」をテーマに講演を行っていただ
き、参加者と意見交換をしました。区からは福祉総合窓口の運営状況の説明を行い、参加者からは各
機関に関する情報提供を行っていただきました。

参加者の
主な意見

・座席をグループ化しているので、参加者が交流できると良いと思う。

当日の配布資料（抜粋）

８

第２回港区地域連携連絡会の様子

☚ ☚



（４）港区福祉関係機関等連絡会

第１回

日時 令和４年６月23日（木）15時30分～17時

会場 区役所内会議室 ※オンライン併用

参加者
25人(各地区高齢者相談センター、障害保健福祉センター、新橋はつらつ太陽、精神障害者支援センター、子
ども家庭支援センター、生活・就労支援センター、在宅療養相談窓口、社会福祉協議会、区関係課等)

議題

１ 福祉総合窓口の設置について

２ 支援者のための関係機関連携ガイドブックについて

３ 福祉総合窓口の相談対応の体制や連携方法について

４ その他、情報交換等

内容
福祉総合窓口の設置のスケジュールや支援の流れの情報を共有し、
相談対応体制や連携方法について意見交換しました。また、８月発行の
「支援者のための関係機関連携ガイドブック」の構成案を共有しました。

参加者の
主な意見

・福祉総合窓口のリモート相談（Teams）は、繋ぐときの連絡方法や役割に
ついて一定のルールをあらかじめ決める必要がある。

・複数の関係機関が関わるケース対応について、とりまとめ役が必要である。
・会議等の開催に共通のルールなどの仕組みが必要である。

令和４年８月に各総合支所区民課に設置した福祉総合窓口を効果的に機能させるため、福祉に関する各分野の
相談を実施している関係者間の連携を深め、日常的に情報共有が図れる関係づくりを目的として、令和２年度か
ら港区福祉関係機関等連絡会を開催しています。

当日の配布資料（抜粋） ☛

９



第２回

日時 令和４年11月14日（月）15時～17時

会場 港区立神明いきいきプラザ 集会室Ａ・Ｂ

参加者
26人(各地区高齢者相談センター、障害保健福祉センター、新橋はつらつ太陽、精神障害者支援センター、児
童発達支援センター、子ども家庭支援センター、生活・就労支援センター、在宅療養相談センター、社会福祉
協議会、区関係課等)

議題

１ 福祉総合窓口の運営状況について

２ グループディスカッション

テーマ１「福祉総合窓口のメリットを区民が実感するために、福祉関係機関としてできること」

テーマ２「複合的課題の解決に向け連携をよりスムーズにするために、福祉関係機関としてできること」

内容

令和４年８月に設置した福祉総合窓口の運営状況等について情報を共有し、多職種連携を目的としたグループ
ディスカッションを行いました。なお、グループディスカッションでは意見交換後、全６グループが話し合っ
た内容を発表しました。
※テーマごとにグループを入れ替えて実施しました。

参加者の
主な意見

・各関係機関の役割を理解し、互いをよく知り、情報を共有することが必要である。
・顔の見える関係づくりが必要である。
・複合的課題を抱える世帯のケースの場合、まとめ役となる司令塔を誰が担うのかが問題。その役割をする人
が大事である。

・福祉総合窓口のさらなる周知をするべきである。

第２回港区福祉関係機関等連絡会の様子

★開催方法について
第１回港区福祉関係機関等連絡会で
・「情報共有の重要性」
・「各関係機関との連携」
・「関係性の構築」について
関係機関と意見交換等をしたいといった
ご意見を参考に、参集によるグループ
ディスカッションを実施しました。

10

☚



（５）港区医療機関等連絡会

医療機関等連絡会の様子

第１回

日時 令和４年７月12日（火）16時～17時

会場 オンライン開催

参加者 27人(区内12病院のソーシャルワーカー、在宅療養相談センター等)

議題

１ 福祉総合窓口の設置について

２ 港区在宅療養相談センターの開設について

３ 支援者のための関係機関連携ガイドブックについて

内容
区から令和４年８月に設置する福祉総合窓口の概要について情報を共有し、令和４年７月に２カ所の窓口を統
合し、港区在宅療養相談センターとしての運営状況等について報告しました。作成中の多職種連携に向けた
「支援者のための関係機関連携ガイドブック」の概要や構成案について報告しました。

参加者の
主な意見

・区の担当者から、直接、区の事業や制度の説明を聞きたい。
・外国人の医療費等の問題について、情報共有したい。
・区と医療機関が連携する機会を、今後も継続的に連絡会を開催してほしい。

港区ならではの地域包括ケアの推進のため、医療機関と在宅療養等に関する情報共有などの連携強化を図り、
ケース対応等におけるネットワークの構築を目的として、港区医療機関等連絡会を開催しました。

11

☚



第２回

日時 令和５年２月22日（水）16時～17時

会場 オンライン開催

参加者 24人(区内10病院のソーシャルワーカー、在宅療養相談センター等)

議題

講演 退院から在宅へ～在宅診療への切り替えにおける多職種連携の重要性～

講師 日向 道子（一般社団法人東京都港区医師会 理事）

１ 区からの情報提供等について

２ 参加者からの情報提供等について

３ 令和５年度の港区医療機関等連絡会について

内容

講師から、在宅診療に切り替えるにあたっての大事なポイントや、病院と訪問医、介護等の多職種が円滑に連
携するために、どこが調整役となって情報共有を進めればいいのかなど、事例をもとに講演いただき、参加者
との質疑応答を行いました。
区からは、令和４年８月に設置した福祉総合窓口や、港区在宅療養相談センターの運営状況等のほか、多職種
連携に向けた「支援者のための関係機関連携ガイドブック」の活用状況について等の情報提供を行いました。

参加者の
主な意見

・連絡会の取組は良い。今まで定期的にこういう機会がなかったので、
年2回だと少ないと思う。

・勉強会のような内容も取り入れていけると、
今後の連絡会の発展に繋がると思う。

・顔の見える連携は難しい。
今後、この連絡会をどう運営していくのかが重要になってくる。

当日の配布資料（抜粋） ☛☚
12



４ 港区在宅療養相談センターの運用

（１）相談実績（令和４年度）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

対象者数 33 23 26 21 33 20 21 20 21 18 27 25 288

1カ月あたりの対象者数 令和４年度 約 24 人 令和３年度 約 22 人 令和２年度 約 19人

（２）相談対応の連携

センター開設以降、これまでの三師会等の連携のほか、福祉総合窓口との連携強化のため、区内の障害者施設や生活･就
労支援センター等の訪問やリモートを活用した相互の取組や運営状況等の共有を進めています。
また、区内12病院の医療ソーシャルワーカー等との連携を深めるため、事例等の共有や、今後の連携方法等について確

認を行いました。

平成29年度に開設した在宅療養相談窓口は２カ所で実施してきましたが、福祉
総合窓口の設置により、区内５か所の総合支所で在宅療養に関するリモート相談
が可能となるため、令和４年７月１日から１カ所に統合しました。
港区在宅療養相談センター（以下「センター」という）は、医療機関及び福祉

関係機関への訪問等により連携を一層進め、退院から在宅への相談対応や在宅療
養に関する情報共有等、相談の機能強化を図りました。

対象者の年齢 対象者との関係（相談者n＝292） 相談内容（対象者288人 複数計上あり）

※1人の対象者に対し、複数の相談者に
対応する場合があるため、対象者と
相談者は同数ではありません。
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５ 在宅療養後方支援病床の運用実績

区内２病院（東京高輪病院、古川橋病院）と協定を締結
し（平成29年3月22日）、一時的な入院が必要な区民が、
速やかに入院することができる病床を確保することを目的
とし、運用しています。

（１）入院目的

レスパイト 介護者の急病・介護困難 対象者の加療 合 計

件数 36 24 102 162

（２）利用者の年齢区分

（３）周知状況（例）

☚ デジタルサイネージ

総合支所をはじめ区内50箇所の
施設に設置し、広報番組や各部署
からのお知らせ等を発信

各種パンフレット ☛
港区在宅療養相談センターや港
区在宅療養ガイドブックに掲載

年間件数 令和３年度 134件 令和２年度 139件 令和元年度 186件

14

（４）港区在宅療養相談センターとの連携

64歳以下 65歳～74歳 75歳以上 合 計

人数 6 16 140 162

▲東京高輪病院 ▲古川橋病院

在宅療養後方支援病床の利用方法や運営状況等について、定期的に連絡会を開催し、情報を共有しています。



第１回 第２回 第３回

日時
令和４年７月22日（金）19時15分～20時30分

（オンライン開催）
令和４年10月28日（金）19時15分～20時30分

（オンライン開催）
令和５年２月10日（金）19時15分～20時30分

（オンライン開催）

参加数 155人 136人 112人

担当
病院

東京慈恵会医科大学附属病院 東京都済生会中央病院 北里大学北里研究所病院

テーマ
互いが笑顔で良き時間を過ごすために

～医療・介護現場でのハラスメント～

内服管理が困難な患者さんへの
多職種連携による包括ケア

多職種でサポートしよう！
オーラルフレイル予防

講師

特別講演
「対応困難なケースや家族の理解と対応」

～保健医療福祉の現場から～
世田谷保健所 所長 向山 晴子

ワンポイントアドバイス
「こんな時どうする！？」

～困った時の対応について～
学校法人 慈恵大学 法人事務局 総務部付

渉外室次長 警視庁ＯＢ 門間 和宏

基調講演
「多職種連携でつないだ服薬管理

～薬剤師の視点から～」
港区薬剤師会 理事 柏 教子 薬剤師

特別講演
「高齢者への処方の工夫

～多職種連携で安心できる処方を～」
むすび葉クリニック渋谷
副院長 荒川 千晶 医師

基調講演
「オーラルフレイルとその予防」

東京歯科大学老年歯科補綴学講座
主任教授 上田 貴之 歯科医師

特別講演
「港区 みんなの食と健口講座の現状と内容

～健康長寿へ、歯科衛生士の役割～」
麻布十番商店街歯科

髙橋 里紗子 歯科衛生士

共催
港区、港区医師会、港区芝歯科医師会、港区
麻布赤坂歯科医師会、港区薬剤師会、東京慈
恵会医科大学附属病院

港区、港区医師会、港区芝歯科医師会、港区
麻布赤坂歯科医師会、港区薬剤師会、東京都
済生会中央病院

港区、港区医師会、港区芝歯科医師会、港区
麻布赤坂歯科医師会、港区薬剤師会、北里大
学北里研究所病院

第１回 地域包括ケア研修会の様子 第２回 地域包括ケア研修会の様子 15

６ 地域包括ケア研修会の実施報告

第３回 地域包括ケア研修会の様子



７ 支援者のための関係機関連携ガイドブックについて

港区ならではの地域包括ケアの推進のため、多機関・多職種連携を円滑に図れるよう、支援者のみなさ

んのより良い関係性の構築に向け、連携するためのポイント等をまとめ、令和４年８月に発行しました。

発行以降、区内12病院、介護事業者（ケアマネジャー、訪問看護師など）、港区社会福祉協議会、高齢

者相談センター等の福祉関係機関、各総合支所区民課、みなと保健所等に配布しています。

（１）構成

16

項目 掲載内容

第１章
港区の取組

・港区の地域包括ケアの推進
・港区の福祉総合窓口を中心とした支援

第２章
連携のためのポイント

・連携の手法に関するポイント（チーム支援・会議の開催）
・各場面におけるポイント（成年後見制度・ＡＣＰ「人生会議」・看取り・ヤングケアラー・家
族の支援・意思決定支援・虐待）

第３章
港区内の主な相談窓口の紹介

施設等連絡先一覧・対象年齢一覧の掲載のほか、各施設の「主な事業」「利用対象者」「連絡を
とるときの留意点」について全14施設掲載

第４章
港区内の主な医療機関・相談窓口等

港区三師会、港区内病院一覧、相談窓口一覧（「東京都・民間相談機関」、「港区の相談窓
口」）の連絡先

活用された皆さんから、「掲載内容をもとに情報共有が円滑に図れた」、「制度や連絡先を確認する際に活用した」、

「団体内で、勉強会や研修を実施する際などに活用している」等のほか、「困難ケースの対応時等に会議の進め方などの

ポイントを活用していきたい」など今後の対応に活かしていきたいといった意見をいただいています。

また、福祉総合窓口における複合的な課題への対応に向け、８０５０問題やヤングケアラーなどに関する連携先や、高

齢・障害・子どもなど分野を超えた対応について知りたいという意見のほか、看取りや成年後見制度などの意思決定支援

に関する連携先について、具体的な相談先などの掲載を希望するなどの意見をいただいています。

（２）各関係機関等のガイドブック活用状況について



（１）区民公開講座
港区ならではの地域包括ケアの取組について、区民や関係する施設職員、相談員等を対象に、区民公開講座を開催しました。

日時 令和４年11月16日（水）14時～16時30分

会場 港区立男女平等参画センター リーブラホール

参加者 62人(区民、区・区施設、民生委員・児童委員、高齢者相談センター、港区社会福祉協議会など)

テーマ 港区ならではの地域包括ケアの推進について ～福祉総合窓口の活用を考えよう～

プログラム

第１部 講演「福祉総合窓口設置と地域課題への対応について」
講師：明治学院大学 名誉教授 河合 克義

第２部 トークセッション「地域課題と福祉総合窓口の活用について」
コメンテーター：明治学院大学 名誉教授 河合 克義、港区社会福祉協議会 加藤 三奈

内容

第１部では、港区ならではの地域包括ケアの取組の紹介と福祉総合窓口の設置、地域課題について、ご講演いただきました。
第２部のトークセッションでは、福祉総合窓口が設置されたことで、区民や関係機関等が相談先に迷うことがなくなった利便
性や、医療的なことや精神疾患等の相談対応を担う保健師の役割の重要性、8050問題やヤングケアラーなどの複合的な課題を
受け止め関係機関と連携するための関係性の構築の必要性について話し合いました。

アンケート
の意見

・福祉総合窓口の役割について理解を深めることができ、大変勉強になった。
・より具体的な相談事例を用いて、福祉総合窓口の対応を聞きたい。

まとめ
行政や関係機関等だけではなく、今後は地域と連携し、福祉総合窓口の活用に繋げていくことの
重要性を確認する場となりました。

令和４年度
区民公開講座の様子
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令和４年度
区民公開講座のチラシ

８ 普及啓発

☛ ☛



（２）広報媒体

②デジタルサイネージ
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総合支所をはじめ区内50箇所の施設に設置しているデジタル
サイネージを活用し、地域包括ケアの取組を発信しています。

▲福祉総合窓口

▼港区在宅療養相談センター

港区介護予防フェスティバルの会場にパネルを作成し、地域包括
ケアの取組を展示しました。

区民等の皆さんが主催する学習会や「生涯学習出前講座」のほか、
医療機関や介護事業者等に向けて、地域包括ケアの取組の啓発を
しています。

地域包括ケアの取組を区のホー
ムページで発信しています。

・港区在宅療養相談センター
・在宅療養後方支援病床
・港区地域包括ケア推進会議

①区ホームページ

④その他周知啓発活動

③区主催のイベント・啓発チラシの作成

啓発チラシ

■開催日

令和４年12月３日（土）

■開催場所

港区立介護予防総合センター ラクっちゃ

☚

▲港区介護予防フェスティバルチラシ



９ コミュニティソーシャルワーカーの活動報告

（１） コミュニティソーシャルワーカー（CSW）とは

19

介護、育児、障害、ひきこもりなど、複数の課題を抱えてどこに相談したらいいかわからずに困っている場合や、地域
に心配している人がいる場合などに、港区社会福祉協議会職員がコミュニティソーシャルワーカー（CSW）として、一緒に
解決方法を考えます。対象者本人の年齢制限はなく、子育て世代、高齢者、障害者を問わず受け付けています。
また、地域住民や関係機関等と連携して、解決に向けた支援や新しい仕組みづくり、地域でのネットワーク構築に向け

た取組を進めます。

（２） 相談支援対応数

３ ４

新規 １６１ １１６

継続（延べ） ７２６ ５１９

終了 ５７ ７５

（３） 主な講演会等啓発活動

年度
区分

（単位：件）

内容

講演会「ひきこもりに向き合うためのヒント」
令和４年11月20日（日）13時30分～16時
麻布区民協働スペースまたはオンライン
内容：ひきこもりの概要、社会資源（関係機関・相談機関）に

ついて他

ひきこもり学習会（年４回）
①令和４年７月16日（土） ②令和４年９月10日（土）
③令和４年12月３日（土） ④令和５年２月４日（土）
各日：13時30分～15時30分
芝浦区民協働スペースまたはオンライン
内容：ひきこもり状態への理解を深め、家族や周りの人たちが

できることを考える学習会 講演会等のチラシ

コミュニティ
ソーシャルワーカーの周知用リーフレット
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（４）受援力を学ぶ取り組み

日時 令和４年10月16日（日）14時～16時

会場 麻布区民協働スペース

参加者 59人

講演会 「受援力のススメ」

講師 吉田 穂波（神奈川県立保健福祉大学大学院ヘルスイノベーション研究科教授）

参加者からの
感想

・「受援力」という言葉は始めて聞きましたが、頼ることのポジティブな面に気づいたり、チームが
協働する視点においても「受援力」が重要ということを学びました。

・普段なかなか助けてと言えず一人で抱え込みがちでしたが、今日はたくさんの気づきや発見があり、
今後勇気を少し出して周りの人を頼ってみようという気持ちになりました。

今後について
「受援力」という考え方が普及し、困ったときに「助けて」と
発信しやすい関係を作るための普及啓発を継続していく。

講演会の様子

講演会のチラシ ☛

☚


